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国指定史跡払田柵跡は、管理団体であるイ山北町による環境整備も

順調に進捗し、見学者も年々増加していることは喜びに堪えないと

ころであります。

平成3年度の調査は、第4次5年計画の 3年次にあたり、内郭丘

陵部の調査を主とし4地区の調査を実施しました。

第88次調査は小規模な調査でしたが、外郭線角材列を良好な状態

で検出することができました。

第90次調査は政庁東側にある平坦地の利用状況の解明を自的とし百

初めてこの地に調査の手を加えました。その結果百竪穴住居跡や掘

立柱建物跡などのほか、多くの板塀跡が検出されました。板塀によっ

て区画される建物は本調査区の南側に存在が予想され、今後調査を

拡大する必要が出てきました。

本書は以上のような成果を収録したもので、古代城櫛官街遺跡の

研究上、資するところがあれば幸いに存じます。

最後に、調査ならびに本書作成にあたって御指導@御助言を賜り

ました、文化庁、奈良国立文化財研究所、国立歴史民俗博物館、宮

城県多賀城跡調査研究所、秋田市教育委員会秋田城跡調査事務所に

心から感謝申し上げるとともに古史跡管理団体仙北町、同教育委員

会、千畑町教育委員会ならびに土地所有者各位の御協力に対し、心

から厚く御礼申し上げます。

平成4年 3月5日

秋田県教育庁払田柵跡調査事務所

所長冨樫泰時



例日

1 本書は秋田県教育庁払田柵跡調査事務所が、平成 3 年度に実施した第88~91次調査の概

要報告である。

2 土色の記載については、小山正忠 s竹原秀雄編著 1976 (昭和51)年

LtこO

3 実測図は国土調査法第X座標系を基準に作成した。実測間及び地形図中の方位は控標北

を示し、磁北はこれよりN7
0 

30' 00" Wである。詳細は『払田欄跡調査事務所年報四77JJ

を参照されたい0

4 遺構には下記の略記号を使用した。

SA 柱列、 SB 掘立柱建物跡、 SD 溝、 S 1 皇室穴住居跡、 SK 土坑、

S K(T) Tピット SX その抱の遺構

5 掘立柱建物跡の模式図には下記の記号を用いた。

。柱掘形 ⑮柱痕跡 鱒礎石
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第 1章はじめに

払田柵跡は秋田県仙北郡仙北町払田@千畑町本堂城田にある。遺跡は雄物川の中流域に近く

大曲市の東方約6km、横手盆地北側の仙北平野中央部に位置し、第三紀硬質泥岩からなる真

山、長森の丘陵を中心として、北側を川口)11.矢島川、南側を丸子)11 (鞠子川)によって挟ま

れた沖積地に立地する。 1902• 3 (明治35• 36)年の千屋村坂本理一部による溝渠開削の擦や、

1906 (明治39)年頃から開始された高梨村耕地整理事業の際発見された埋木が、地元の後藤宙

外@藤井東ーの努力によって歴史的遺産と理解され、遺跡解明の糸口が開かれた。 1930(昭和

5 )年3月後藤宙外が調査を実施し、さらに同年10月文部省嘱託上回三平によって学術調査が

行われて遺跡の輪郭が明らかにされた。この結果に基づき1931(昭和己)年3月初日付けで秋

田県最初の国指定史跡となり、 1988(昭和63)年6月29日付けで史跡の追加指定がなされて現

在に至っている。

1970年代になって、指定地域内外の開発計画が立案された。そこで秋田県教育委員会は地元

仙北町と協議の上、この重要遺跡を保護するため基礎調査を実施して遺跡の実態を把握するこ

とを目的に、 1974(昭和49)年現地に「秋田県払田柵跡調査事務所」を設置し、本格的な発掘

調査を開始した。さいわい、地元管理団体イ山北町および地域の人々の深い理解により、史跡指

定地内は開発計画から除外された。当事務所は1986(昭和61)年4丹「秋田県教育庁払田柵跡

調査事務所Jと改称した。現在は「払田柵跡調査要項Jの第4次5年計画に基づいて計画的に

発掘調査を実施している。これまでの調査成果を要約すると次のとおりである。

史跡は長森 9 真山を囲む外郭線と、長森を囲む内郭線からなる。外郭は東西1，370m、南北

780mの長楕円形で、外郭線の延長3，600m、内郭を含む総面積約875，000m2で、ある。外郭線は

1時期の造営で角材列が一列にならび、東西南北に八脚門がつく。内郭は東西765m、南北320

mの長楕円形で、面積約163，000m2、内郭線の延長は約1，760mで、石塁、築地土塀、(東@商@南

の山麓)と角材列が連なり、東西南北に八脚門がつく。内郭北内は2時期、内郭南門と東門は

4時期にわたる造営が認められる。長森丘陵中央部には政庁がある。政庁は板塀で区画され、

正殿@東脇殿@西脇殿や付属建物群が配置されている。これらの政庁の建物には I"'-'V期の変

遷があり、創建は9世紀初頭、終末は11世紀初頭である。政庁の調査成果は報告書『払田柵跡

I一政庁跡-Jl(昭和60年3月)として公刊した。

出土品には、木簡@墨書土器・埼@土師器@須恵器@灰粕陶器などがある。木簡には「飽海

郡少数長解申請JIト火大根ニ石二斗八升JI嘉祥二年正月十日」などの文書@貢進舟木簡があ

る。墨書土器には「機悔JI厨JI)詩家JI缶舎JI文」などの文字がある。

管理屈体仙北町は1979(昭和54)年から保存管理計画による遺構保護整備地誌である内郭地

域の土地異い上げ事業を進めており、 1982(昭和57)年からは環境整備事業を実施している。
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第2章調査計画と実績

平成3年度の調査は「払田柵跡調査要項」に基づく、第4次5年計画の3年度にあたる。さ

いわい事業費については、秋田県の要求額どおりの国庫補助金の内示(総計費1，400万円のう

ち、国庫補助金700万円)を得たので、次のような「平成3年度払田柵跡調査計画(案)Jを立

案した。

第 1表調査計画表

調査次数 調 査 地 区 調査予定面積 調 査 期 間 備 考

外郭東部 イ山北町の現状変更

第88次 10m2 4 月 10 日 ~4 月初日

(イ山北町払田字大谷地) 届出に伴う調査

内郭北部

第89次 450m2 4月2113~ 6月30日

(仙北町払田字百白木)

内郭北部

第90次 800m2 7 月 1 日 ~11月 20 日

(仙北町払田字長森)

合計 3 地 IK 1，260m2 

平成元年度から平成5年度までの調査は「払田柵跡発掘調査第4次5年計画Jとして立案さ

れ、顧問の指導と助言を得て承認されたものである。

第88次調査は、農道整備工事に伴う現状変更届出に基づき、F外郭線角材列の検出を目的とし

た調査である。

第89次調査は、内郭線角材列と政庁板塀との間にある板塀状遺構の東側延長部の解明を目的

としたもので、昭和60年度の第60次調査・昭和63年度の第75次調査に継続する調査である。

第90次調査は、政庁東側丘陵上の平坦地に予想、される建物群の解明を目的に 3カ年にわたる

調査として計画したもので、本年度はその初年度にあたる。

平成3年度の調査の実績は次のとおりである。
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第2意調査計画と実績

第 2衰調査実績表

調査次数 調 査 地 区 調査面積 調 査 面 積

外 郭 東 部
第88次 50m2 4月10日'"':-'4月26日

(仙北町払田字大谷地)

内 郭 ヰヒ 部
第89次 400m2 4 月 30~6 月 21 臼

(仙北町払田字百巨木)

内 享E 東 部
第90次 1 ，200m2 6 月 22~1l月 13 日

(仙北郡払田字長森)

外 事日 南 部
第91次 120m2 5 月 30~6 月 6 日

(仙北町払回字仲谷地)

ム口、 計 4 地 区 1，770m2 

第88次調査では、従来角材列の存在が未確認であった地点において、外郭線角材列を長さ 4

m にわたって検出し、角材6本の抜き取りを行った。刻字のある角材も検出された。

第89次調査では、第60次調査で検出していた韓状遺構の延長音B4.1mをその東側に検出した

のみで、他の遺構は存在しなかった。これまでの調査で、東西に走る全長53.7mの溝で、あるこ

とが判明した。

第90次調査では、竪穴住居跡、掘立柱建物跡、板塀跡など多数の遺構を検出した。板塀跡は

調査区内では最も新しい時期の遺構で、これによって区画される建物等の遺構は今回の調査区

の南側に予想されることとなった。

第91次調査は仙北町による史跡等活用特別事業によるガイダンス施設、駐車場の建設工事に

伴い、急逮調査したもので、遺構等は検出されなかった。
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第3章第88次調査

第 1節調査経過

管理団体である仙北町に、平成2

年9月25日付で仙北郡高梨土地改良

区理事長大野清栄氏より農道整備事

業の実施を理由とした現状変更許可

申請書が提出された。申請書は、秋

田県教育委員会を経由して文化庁へ

進達された。

これに対し、文化庁から申請者あ

てに、平成2年10月24日付委保第4

の907号をもって 11.工事の着手

は、秋田県教育委員会による発掘調

査の終了後とすること。 2.上記の

発掘調査の結果、重要な遺構などが

検出された場合は、設計変更等によ

り遺構の保存を図ること。 3.その 第2図第88次調査{立置関

{也、実施にあたっては秋田県教育委員会の指示を受けること。」との通知があった。申請地に

は外郭線角材列の存在が明らかであるので、当事務所では第88次調査として計画し、 4月10日

より26日まで調査を行った口

第2節 検出遺構 (第 3~6 図，巻首図版 1 • 2，図版 1~ 3 i 

工事予定地は標高35mほどの平坦地で、工事内容は東西163m、南北4mの範囲にわたり現

農道と水路に盛土して農道を拡幅し、その南側に新たにコンクリー卜製排水溝を付設するもの

である。
(註 1) 

外郭線南東部角材列は1981(昭和56)年の第44次調査においてその位置確認に努めており、

今回調査地点の北60mおよび南40m地点で、角材を検出している。しかし、今回調査地の北に接

する地点では砂利層のため、検出できていない。
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第6関角材安!版!1夜i匿!

角材列との交差が予想される工事予定地に、東西12m、稲4mのトレンチを設定して掘り下

げたところ、地表より20'"'-"30cmほどで砂利層となり、この砂利層を除去して角材列 (SA933) 

を検出した。砂利層はトレンチ北側で厚さ120cm、南側で60cmほどあり、その下に古代にお

ける表土と考えられる厚さ30cmの黒色土がある。布掘りは黒色土から掘り込まれ、上面脱出

cm、深さ80cmあり、この中に角材を据え、黒色土と暗緑灰粘土との混合土で埋められている。

土層断面を観ると角材の上の部分が少し盛り上がっているが砂利層中に角材やその痕跡は見ら

れない。布掘り内には径 5"'"""-"10cmほどの広葉樹の幹や枝、下部に角材を加工した際に生じた

材の断片が見られ、これらは布掘り内で角材を国定する目的で入れたものであろう。

これらの結果から、角材列が腐朽してしまった後に砂利層が堆積したことが明らかとなった。

角材は調査範囲内にお本あり、このうち北端の 1 本のみ東へ約20
0

、他の15本は西へ10~150

傾いている。角材下端のレベノレには大きな差はなく、殊に南半部のそれはほぼ一定している。

材は全てスギと考えられる口

第3節出土遺物

砂利層上部から土器@木製品が出土した。

土師器 (第7関1，関版24)

砂利層上面から出土したにぶい燈色を呈する土師器杯で、ほぽ完形である。底部切り離しは

回転糸切りで再調整はない。勝滅した痕跡は見られない。他に須恵器壷肩部破片と、黄褐色を

呈し、ロクロ成形による土師器の!コ縁部破片が出土したが、これらは全体に磨滅している。
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第3章第88次調査

j宮 /1日U
10cm 

第7密遺物実測留

2 木製品 (第7図2) 

砂利層の上部から出土した曲物の蓋で、蓋板は箆14cm、厚さ 6mmのスギ柾目板を用い、

周縁面がやや内傾する。下面周縁部に低い段をめぐらさずに、樺皮紐のみで側板を結合する。

側板は残存高1.2cm、厚さ 2mmのスギ柾自の薄板で、重ね合わせ部分は欠失していて不明で

ある。内面にケピキは見られなL、。惹板と側板は4箇所で樺皮止めされ、その方法は側板の上

方に巻き付けた樺皮を側板外側から蓋板上面へ通し、さらに蓋板下面、上面へと縫い込んでい

る。側板は蓋周綾端より約1.3cm内側に左りつくものと推定されるn 出士時点で蓋板と側板が

分離していたが、図上で復原した。

3 角材

本調査では16本の角材を検出し、南から/1震にNo.1 '"'-'No.16の番号を付した。このうちNo.

1.--.._.，No.7は工事によって確実に破壊されることが予想されたので抜き取りを行った。 7本の

角材は 1辺が17'"'-'32cmあり、平均長辺28.6cm、短辺20cm、残存長は最長85cm、平均80cmで、

ある。 No.3角材には撃による刻字があり、「口木圭」かと判読される(図版 3)。刻字は樹皮

を剥し、だ面に行い、刻字後に手斧で加工しているため全体に彫りが浅く、 l字は判読できなかっ

た。また刻字の下位に直径7mm、深さ 7'"'-'10mmの円形の刺突痕が3個認められる。深さは

7......__10mmで、ある。観察結果は第3表に記した。

最外年輪のあるNo.3とNo.7の2本を奈良国立文化財研究所埋蔵文化財センタ一光谷拓実

氏に依頼して年輪年代測定を行っていただいたが、年輪数が少なく、伐採年代の判定は困難と

のことであった。
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第3表角材観察表

斜加工面
自渡孔と 斜加工面

No. 縦×横(cm) 残存長(cm) 目渡孔 (cm) 斜加工面 原木の加工 未加工面 底面の形状
(cm) 
の位置

の向き

1 25x22 68 
A面18x5 

22xll 
II類に

1 本 なし 西 平坦
B預 7x 5 C函 8x 5 類似

2 25X24 77 8 x 5 7 x 4 なし 4ツ割 一部 平坦

3 28X27 85 な し なし 不明 一部 乎坦

4 29X20 83 な し なし 2ツ割 一部 王子 坦

5 32X20 75 な し 23x20 2ツ割 一部 東 尖る

6 29X20 85 な し なし 6ツ割 なし 平坦

7 32X20 84 な し なし 2ツ劉 1菌 平坦

第4節小結

(設2) 

本調査地は1987(昭和62)年に行われた第73次調査地の南約120mの位置にある。極めて厚

い砂利震に保護された結果、角材列は破壊をうけておらず、良好な状態で検出することができ

た。砂利層上面から土師器や曲物蓋が出土しているので、砂利層は角材列の創建時には存在し

なかったが、その後、古代の時点において河川の氾濫により流入、堆積したものであろう。
(註3) 

外郭東部のボーリソグ調査結果から、砂利が検出された位置を見ると、第8図のようになり三

外郭南東部では外郭線の内外に広範な分布を示すことがわかる。本調査地点では河川!の氾濫に

よる砂利の堆積が、角材が存立していた時か、失われて以後のことかが問題になるが、 トレン

チ南北両側の土層断面の観察から、本調査区における砂利麗の堆積は外郭線が失われて以後の

ことと見なし得る。

外郭線の創建年代は、これまでに外郭南門付近から出土した土器や、角材の年輪年代測定に
(設4) 

よって801年を遡らない頃と考えられる。外郭線の造営期間を積極的に示す根拠は乏しいが、

外郭南門は 1時期のみの造営で、外郭線角材列もこれまでの調査による限り、明らかな建て蓄

えの痕跡は見い出されていないことから、その存続期間は4時期ある内郭線に比べ短期間であ

ることが推定される。

本調査において砂利層上面より出土した土師器の年代はおおよそ10世紀前半と考えられ、こ

の頃には既に外郭線の区岡施設としての機能は失われていて、角材の下部が砂利層に覆われ、

地表からは全く見えない状態の箇所もあったことを示すものである。
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註 1 秋田県教育委員会払田有奇跡調査事務所『払田捕跡調査事務所年報1981 払田柵跡一第38~45次調査

概要一』 秋田県文化財調査報告書第98集 1982 (昭和57)年

註 2 秋田県教育委員会秋田県教育庁払田櫛跡調査事務所『払田柵跡調査事務所年報1987 払田柵跡一第

68，..__73次調査概要一』 秋田県文化財調査報告書第168集 1988 (昭和63)年

註 3a秋田県教育委員会秋田県教育庁払田柵跡調査事務所『払田柵跡調査事務所年報1985 払田櫛跡一第

60~64次調査概要一』 秋田県文化財調査報告書第139集 1986 (昭和61)年

b秋田県教育委員会秋田県教育庁払田摘跡調査事務所『払田櫛跡調査事務所年報1986 払田柵跡一第

65~67次調査概要一』 秋田県文化財調査報告書第154集 1987 (昭和62)年

c秋田県教育委員会秋田県教育庁払田柵跡調査事務所『払田繍跡調査事務所年報1990 払回調跡一第

84~87次調査概要一』 秋田県文化財調査報告書第216集 1991 (平成3)年

註4 新野直吉@船木義勝『払出事lltの研究』 文献出版 1990 (平成2)年
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第4章第89次調査

第 1節調査経過

本調査に隣接する地域は、 1985
(詮 1) 

(昭和60)年の第60次調査、 1988
(註2)

(昭和63)年の第75次調査において

調査を実施してきた(第11図)。

第60次調査は政庁と内郭北門とを

結ぶ通路の検出をその目的のーっと

して行ったもので、政庁北側斜面の

裾部に、;仮塀もしくは櫛列のような

底調施設と考えられる東西に走る溝

状遺構とその関口部を検出した。関

口部は幅12.3mで、政庁南北門を結ぶ

軸線の延長上にあり、これらが政庁 第 9図第89次調査位置国

北門を意識して作られた施設であるとの結論が得られたので、ある。

第75次調査は、溝状遺構を西に追跡するために実施したのであるが、溝の間延長部は検出さ

れなかった。

本調査はこれらの調査を受けて溝状遺構の東への追跡を行い、区画施設の全体を把握するこ

とを目的として実施したのである。調査は4月30日からテソトを設営し、杉立木の伐採、杉枝

の処理等を行い、調査区西端から表土剥ぎを開始した。 5月24日、第60次調査で検出済のSD

774を再検出し、東側へ追求したが、黒色土から掘り込まれているため極めて不鮮明であった0

5 月初日 ~6 月 8 日は第91次調査のため本調査を中断し、 7 日より杉の抜根作業を行いながら

調査区東壁および南壁に卜レンチを設定したところ、東側は全くの自然堆積であることが判明

した。 6月18日、 SD774の東に小トレンチを 2本設定して精査したが、 SD744がわずかに東

へ延びただけで他に遺構も検出されず、 21日に調査を終了した。

註1 秋田県教育委員会払田櫛跡概跡調査事務所『払田概跡謁査事務所年報1985 払田柵跡一第60~64次

調査概要-~ 秋田県文化財調査報告書第139集 1986 (昭和61)年

註2 秋田県教育委員会秋田県教育庁払田櫛跡調査事務所『払田柵跡調査事務所生予報1988 払田欄跡一第

74~78次調査概要-~ 秋田県文化財調査報告書第185集 1989 (平成元)年

13 
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第4章第89次調査

第2節発見遺構 (第12図，図版4~6) 

溝状遺構

( 1) S D 774 

東西に走る溝状遺構で、第60次調査で長さ1.96mにわたって検出していた遺構で、その東延

長部4.10mを新たに検出した。古代における表土と考えられる黒色土を掘り込んでおり、幅約

20cm前後、深さ10'"'-'20cmである。溝内の埋土は黒褐色土で、走向は直線的に東へ延び、ている。

全長6.06mあり、第60次調査では、この溝状遺構の西に12.3mの関口部があり、さらにその西

げ人F-.-，c ~ー爪 Qτ\ ワζワ占、えす主ス

KT+ !米
i

十KT

Ai 

KS十 Q
U
 
K
 

上
↑
川
内

第12図 S0774 

o 1 m 

日立36.30m一一

1 7.5 Y 

2 7.5Y 
3 5 Y Rl.'YI黒色土

4 5YR7i黒色土、上方に火山灰含む

5 lOY R 1.'YI黒

6 7.5YR封
7 7.5Y R l.~í黒
8 lOYR封黒褐色二i二

第13図 卜レンチ土層断面図
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第3節出土遺物 (第14図)

遺構外から若干の遺物が出土した。

① 須恵器 lは灰白色を呈する高台付杯で、底部切り離しは酪転へラ切りである。底部外面

を硯に転用している。

② 土部器 2・3・5は黄澄色を呈する杯で、底部切り離しは回転糸切りである。 4は淡黄

色を呈し、底部が丸みを帯び、口縁部が外反する。底部切り離しは不明で、ある。

③ 瓦 8は灰黄色を畏し、全体がもろく、磨滅しているが四百にわずかに布自痕がある。

平瓦であろうと思われる。

第4節小結

第60次調査ではSD767 • 774は政庁が存在していた時期に造られた板塀、もしくは槻列のよ

うな区画施設であると性格付けられている。第75次調査ではSD767の西側に溝の延長部は検

出されなかったので、 SD767・774は、その間の関口部も含め、全長約53.8mに及んで東西に

直線状に走る溝状遺構ということになる。

しかし、この溝状遺構の中でも残存状態、の良い SD767も細かく見ると蛇行しており、布掘

りもしっかりしたものではなし、。 SD774も向様で、かっ短く、しかもその中央付近から東側

は政庁の北東部を限る沢の延長部にあたり、地盤が極めて軟弱であり、出土濯物も少ないこと

から、古代において利用はなされなかったものと推定される。また、 SD774が丘陵の地形に

沿って南東に曲折する状況にもなく、溝全体の中での開口部が極めて不均等な位置となる。

このようなことから SD767 • 774が政庁北門を意識し、関口部を有する区画施設であるとの

第60次調査の知見にはむしろ消極的とならざるを得ないと考えられる。

-16ー
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と二二〉
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番号 極 !i]1j 
口密 底f圭 器高 底f圭 品径 外fl:tt

底部切り離し
(cm) (cm) (cm) 指数 指数 日F十ζ5二

1 m恵器高台m手 6.4 回転ヘフ切り

2 土師器杯 13.4 5.8 4.7 0.43 35.1 36" 回転糸切り

3 土師器杯 12.8 6.0 4.8 0.47 37.5 39" 不 日月

4 土師器杯 10.2 5.6 3.7 0.55 36.3 33" 不 日lJj

5 土師器杯 5.4 一期転糸坦_2_____j

第14悶遺物
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第5章第90次調査

第 l節調査経過

第90次調査は政庁東側の丘陵にあ'

る平坦地を調査対象とし、丘陵上の，

利用状況の解明を目的として実施し / 

た。

6月22日、調査区北端より表土剥

ぎを開始するとすぐに焼土を検出、

土器も出土して遺構の存在を窺わせ

た。 28日には表土剥ぎを終え、南端

より杉の抜根を行いながら遺構の確

認に努めた。 7月2呂、調査区北部

に東西に並ぶ竪穴住居跡を検出、 4

日には大型の掘立柱建物跡SB937 

が梁行2問、桁行3間以上あり、調 第15図第90次調査{立置図

査区外に延びていることが判明、調査区を南へ拡張することにした。

7月半ばには調査区全体の遺構の分布状況がかなり明瞭となり、中央部には土坑が多く、北

部の竪穴住居跡の精査によってこれを切る掘立柱建物があることなどが判明した。 7月25日@

26日には遺り方を設定、 8月8目、調査区の南西部を精査したところ、竪穴住居跡の床土とそ

れを切る多数の溝状遺構を検出、これは最も新しい時期の遺構と考えられた。 8月19日、 SB

937掘立柱建物跡の柱掘Jf1を掘り下げ、柱抜き取り痕を確認した。 8月23目、溝状遺構内に板

状痕跡と思われるものがあることが判明、遺構は板塀跡かと推定された。 9月2日、土坑群を

掘り始め、縄文@平安の雨時代のものがあることが知られた。 9月9日、調査区南東部でも竪

穴住居跡を切る掘立柱建物跡を検出。 11日、溝状遺構内に等間隔に柱穴が並び、柱痕跡も板状

であることがわかった。 18日、 SB937掘立柱建物跡の柱掘形の断ち割りを開始した。この頃、

各遺構の実測作業も併行した。

10月4日、第33回顧問会議を開催し、調査@研究の顧問である秋田大学新野直古学長、国立

膝史民俗博物館考古研究部長岡田茂弘教授に対し、調査の概要を説明するとともに現地で御指

導いただいた。 10月8呂、調査区全景の写真撮影を行った。 19日、現地説明会を開催し、 21日

-18-
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第5章第90次調査

から補足調査と人力による埋め戻しを開始、調査終了は11月138である。

第2節検出遺構 (第16図)

内郭の丘陵部では政庁地区と内郭東@商門を除き、これまで発掘調査の手が加えられずに来

た。しかし、政庁の東側約100mには丘陵上では政庁に次ぐ広い平坦面が存在し、これを囲む

ように人為的に造成されたと考えられる多くの段や、それに挟まれて帯状に広がる在留し、平坦地

がある(第17図)。そこで、この広い平坦面の利用状況の解明を日的として、今年度より 3ヶ

年計画で調査に当たることにしたのである。

広い平坦面は政庁よりもやや北に張り出しており、標高も政庁に比べ約4m高く、政庁を北

東からわずかに見下ろす格好となる。内郭東門付近から政庁東門に至るまで東西に走る道路状

の凹みが地表から観察され、調査地付近でも北東~南西方向に通っている。このあたりは明治

年聞には畑地として利用され、近年は杉林であったが、 1988年に調査予定地の杉立木の大部分

が伐採され、若干の杉立木の残る原野となっていた。今年度は主として平垣間の北西部に調査

区を設定した(第四図)。

地調査の結果、竪穴住居跡9、掘立柱建物跡七柱列3、溝状遺構33、土坑33、Tピットム

その他の遺構2の計89遺構を検出した。

竪穴住居跡

( 1 ) S; 934 (第24図，図版10-11)

調査区北部にあり、 S1943の西に位置する。全体が削平を受けており、北部の壁は失われ

ているが、他には高さ10cmほどの壁が残る。平面形は方lfjを呈し、南東辺5.0m、南西辺5.5

mの規模と推定される。住居中央部の北寄りに長径3.3m、短径1.4mの範囲で、硬化した床面が

ある。カマドは南東辺のやや南寄りに付設されているが、破壊を受けており、袖に使用したと

考えられる穂が残るが煙道部は残存しない。直筏62~68cmの燃焼部の焼面がある。土師器撃

が破片となってカマド付近に散乱していた。カマドの北に、長径1.55m、短径1.25mの楕円形

で、深さ15cmの掘り込みがあり、埋土の状況から本住居跡に伴うものであると考えられる。

ピットがし、くつかあるが、住居に伴う柱穴の配列は明確でない。 SB 941 • 942・972掘立柱建

物跡に切られている。床面積は約26.9m2で、ある。

遺物は第44図のほか、須恵器では底部に回転糸切り痕のある杯、タタキメのある斐の体部、

土師器では回較へラ切り痕があり無調整の杯、タタキメのある護体部、ロクロ成形および非ロ

クロ成形の翠口縁部が出土した。また、瓦の小破片が 1点覆土中から出土した。

21 
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(2) S I 935 (第四図，図版10)

S 1936の西に位置する竪穴住居跡である。削平によって南東辺の壁のみが高さ 5"-'10cmで、

残るが、他の壁は残存しない。平面形は方形で、壁は長さ4.2mほどあり、他の辺の長さもほ

ぼその長さと推定される。住居中央部に、壁の方向におおよそ沿う形で長軸3.05m、短軸2.7

mの範囲に硬化した床面がある。南部辺のやや西寄りに長軸70cm、短軸50cmの範囲で、焼面が

あり、カマドが付設されていたらしし、。袖の石は全く見られない。ピットがし、くつかあるが、

柱穴は定かでない。住居の西側をS1943に、南隅をSK973土坑に、さらに中央部をSA1026 

によって切られている。床面積は約17.6m2で、ある口

遺物は第46図21.22のほか、破片資料として須恵器では杯口縁部、タタキメのある護体部、

蓋、土師器では杯口縁部が出土しずこ。
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( 3 ) S I 936 (第20図，図版7) 

調査区北部にあり、 S1935の東に位置する。全体が削平を受けており、壁の高さは 5cm前

後である。平面形は方形を呈し、東西4.3m、南北4.0mで、あるが、東辺は3.6mで、ある。住居

中央部に長軸2.7m、短軸1.8mの範囲で硬化した床面があり、この面はほぼ水平である。カマ

ドは西辺の北寄りにあり、袖は北側は簿、南側が五を用い、その西側に須恵器杯が 2個重なっ

て倒置されており、支脚として使用されたと考えられる。土部器の護が破片となって散乱する。

南西隅にあるピット中から、完形の土師器杯が出土した。 SK979土坑によって切られている。

床面積は約16.1m2で、ある。

遺物は第45図9"-' 16のほか、須恵器では回転へラ切り痕のある杯、タタキメのある護、土師

器では回転糸切り痕があり無調整の杯、タタキメ@ケズリ痕のある斐が出土した。

(4) S I 943 (第四図)

S 1935を切る竪穴住居跡である。東西両側に高さ 5"-'7cmの壁が残り、この間に長軸90

cm、短軸50cmの範囲で、硬化した床面がわずかに存在する。これを切る掘り込みも多く、北部

も倒木痕に破壊されているが、おおよそ東西2.0m、南北2.5mがこの住居跡の規模と推定され

る。住居北東隅と考えられる位置にカマドがあり、破壊を受けているが燃焼部の焼面や袖に使

用された石、支紳と考えられる土師器杯がある。土師器の警が破片となって散乱していた。

南西隅をSK945に切られている。床面積は約4.9m2で、ある。

遺物は第46図17"-'20のほかに、破片資料であるが須恵器では回転糸切り痕のある杯、土師器

では回転糸切り痕のある杯および警が出土した。

( 5 ) S I 944 (第四図.図版10)

調査区北端にある竪穴住居跡であるが、大部分は調査範囲外に出ている。住居南辺の壁の一

部が残存し、壁高は 5cmで、ある。東辺の南寄りにカマドが付設され、産径35cmの;燃焼部焼部

が残り、その南に袖の高まりがわずかに見られる。住居西側に倒木痕があり、住居がこれによっ

て破壊を受けており、住居の規模は不明である。

遺物は第46図21.22のほかに破片資料として体部にタタキメのある須恵器菱、体下部にタタ

キメが施され、底部が砲弾形となる土師器の髪が出土した。

( 6 ) S I 965 (第22図，図版8) 

調査区南西部にある竪穴住居跡であるが、全体が削平を受けていて、住居西半の床土がわず

かに残っているにすぎない。床土は東ほど薄くなり、東半部は全く残存しなし、。平面形は方形

と考えられ、南西辺の長さは5.1mある。 SB937掘立柱建物跡、 SD988 • 990 • 1006溝によっ

て切られている。

本選構に伴う遺物は出土しなかった。
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( 7 ) S I 966 (第四関，図版15)

調査区南部に位置する竪穴住居跡であるが、 S1965河様に全体が削平を受けており、床土

がわずかに残っているにすぎなし、。東側は調査範囲外に入っているが方形を呈し、西辺は4.4

mの長さである。東西方向に走る SD 990 • 1000"-' 1003溝によって切られている。本遺構に伴

う遺物は出土しなかった。

( 8 ) S I 967 (第21図，函版16)

調査区北部、 S1936の南東に位置する竪穴住居跡である。東側は調査範囲外に出ているが、

北辺2.6m、南辺2.4mの長さの壁があり、高さはそれぞれ10'""'-'24cm、22---27cmで、本調査で

検出した竪穴住居中、最も壁が高し、。北辺と南辺の間隔は3.2"-'3.5mあり、これがおおよそ一

辺の長さと推定される。床面に硬化面はなく、小ピットがあるが、柱穴かと考えられるものは

北東隅のピットだけである。カマドは東側に付設されたものと推定される。覆土中央部に火山

灰が堆積しており、火山灰降下より古い年代の遺構である。 SD984溝が西壁に接するように

重複するが新旧関係は不明である。

遺物は第46図23.24のほかに、破片資料であるが、須窓器では回転糸切り痕のある杯、タタ

キメのある襲、土師器では切り離し不明の杯のほか奮の口縁部、底部が出土した。また、瓦の

小破片が2点出土した。

(9) S I 968 (第271翠)

調査区南西部にある竪穴住居跡である。削平により住居南半の床土が残っているにすぎなL、。

東西方向約5.8mの規模で、方形を呈するものであろう。 SD991 • 992 • 993溝、 SB982 ~ 1014 

摺立柱建物跡などに切られている。

2 掘立柱建物跡

( 1 ) S B 937 (第22.23図，巻首図版 5~7 ，図版8• 9 • 12 • 13) 

桁行5間×梁行2間の南北棟掘立柱式建物跡である。柱掘形は一辺

1.3"-'1. 7mの方Mで垂直に掘り込まれる。深さは1.5mほどで、底面

は平坦なものと全体が椀状に丸みを帯びるものとがある。また、柱を

く位置を一段低く掘り下げたものが 4 箇所、逆に 5~8cmほど周

囲より高く削り出したものが 3簡所ある。西側の北から 3、4番自の

柱を除き、抜き取られたことが明らかである。抜き取りの方向は全く

統一性がなく、抜き取り痕の下部に直径約30cmの柱痕跡が認められ

る。掘形内の埋土は黒色土と褐色土で、全体に汚れが少ない。

柱痕跡を基にした柱間距離の平均は、桁行総長14.7mりとから2.9

-28 
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S N N 
H ニ46.50m~

北西隅柱

S N 
H =46.60m一一

東側北から 4番目

H =46.60m _2_ 

東i~IJ 北から 5 番自

1 7.5Y R%褐色土、 7.5YRヲ'I黒色ニi二 1 7.5 Y 7.5Y R九褐色土

柱政取痕

1 7.5Y R九褐色土

S K1り19 2 7.5Y 2 7.5Y R釘褐色土、ti:-t友取痕

2 7.5YR%褐色土

3 7.5Y R%褐色土、柱抜取痕
o 1 m 

第23図 S 8937柱櫨形士層断面図

十3.0十2.8十3.1十2.9)、梁行総長6.8m(東から3.35+3.45)で、計画尺は桁行50尺 (10尺等

間)、梁行22尺 (11尺等間)と推定される。建物方位は南北基準線に対しN8
0 

Wである。建

て替えは行われていない。ほぼ同規模の政庁II~N期東脇殿と比較すると桁行が50cm、梁行

が45cm長い。建物の西に約2.0m離れて並ぶSA964柱列は本遺構に伴うものであろう。

S 1965竪穴住居跡を切り、 SA940柱列、 SD990・1009、992溝、 SK938・939・1019土坑

に切られている。

遺物は第47図に示したもののほかに、東側の北から 4番目の柱掘形から、回転糸切り痕のあ

る土師器杯、体部にタタキメのある土師器護、西側の北から 2番目の柱掘形上部から、須恵器

護の口縁部、ロクロ成形の土師器杯、北妻の柱掘形より回転糸切り痕のある土師器杯、および

十部器需の口縁部が、いずれも小破片であるが出十したヮ

( 2 ) S B 941 • A ， B 1， B 2 (第24.25隈l，巻首図版 8 ，図版10~12)

S B941.Aは調査区北西部にある桁行3間×梁行2間の東西棟掘

立柱式建物跡である。柱掘形は一辺70~120cmの方形を呈し、おお

よそ垂直に掘り込まれるが、底面は丸みを帯びるものもある。埋土

は黒褐色士、黒色士、褐色士が水平に互層となり、丁寧な埋め方で

ある。柱痕跡は4本しか検出されないが、直径約25cmである。

柱痕跡をもとにした柱間距離の平均は、桁行総長7.4m (東から

2.4+2.6+2.4)、梁行総長6.0m(北から3.0+3.0)で、計画尺は桁行25尺 (8+ 9十8)梁

行20尺 (10尺等間)と推定される。桁行方向に東 1関と西2聞に間仕切る位置に間仕切柱が立

ち、建物を桁行 1間と 2間に分かつ。建物方位は南北基線に対し、 N84
0

Eである。

S 1934竪穴住居跡を切り、本遺構より新しいB1・B2掘立柱建物跡が重複する。

遺物はいずれも小破片であるが、北側の東より 2番目の柱掘形などから土師器の繋が、北側
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第25関 S B 941 • A • B 1 • B 2柱掘形土層断面図

の東から 3番目の柱掘形から、凸面に渦巻き状の叩き痕のある平瓦の破片が出土した。

S B 941. B 1はSB941.Aを切る桁行3間×梁行2聞の東西棟掘

巴ヨ
立柱式建物跡で、総柱である。柱掘形は径50""'60cmの円形で、径

25cmほどの柱痕跡が認められるものが2基ある。

柱掘形と柱痕跡を基にした柱間距離の平均は、桁行総長7.6m

(東から2.7十2.5十2.4)、架行総長3.9m(北から2.0十1.9)で、計画尺は桁行25尺 (9十 8

十 8)梁行13尺 (6.5尺等間)かと推定される。建物方位は南北基準線に対しN88
0

Eであるo

S B941B 2建物跡との新!日関係は不明である口

遺物は南側の東より 2番自の柱掘形と東妻の柱掘形より土師器饗の小破片が出土した。

S B941. B 2はSB941・Aを切る桁行3間×梁行2間の東西棟掘

立柱建物跡で、総柱である。柱掘形は長径70cmほどの楕円形を呈

するものがあるが、南側4本は直径25""'50cmの円形である。柱痕

跡の認められるものが 3本あり、その直径は20""'50cmで、ある。北
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西稿柱のみ掘形内に硬質頁岩の角礁が置かれており、礎石と考えられる。

柱掘形と柱痕跡を基にした柱間距離の平均は、桁行総長7.6m(東から2.7十2.3十2.6)、梁

行総長5.3m(北から2.8十2.5)で、計画尺は桁行25.5尺(東から 9十 8十8.5)、梁行18尺

(北から9.5十8.5) と推定される。建物方位は南北基準線に対しN8T Eである。 SB941.B 

Iとの新旧関係は不明である。

遺物は破片資料であるが、北西隅柱掘形と、南側の東から 3番目の柱掘形より土銅器護、北

側の東より 2番目の柱掘形より須恵器査、土師器窪が出土した。

( 5 ) S B 982 • A • B (第26・27図，巻首図版2) 

調査区南東部に位置する桁行3間×梁行2間の東西捜掘立柱式建

物跡で、 A.B2時期があり、 B期には総柱建物となる。 A期建物

はSB941.A同様に桁行方向が間仕切りによって東l間と西2間に

分けられる口掘形は略長方形を呈し、長軸方向は北側4本と南側の

3本は南北方向に、両妻柱と南西摘柱及び間仕切りの 2本は東西方

向に向いている。深さは52'"'-'70cmで、褐色土、黒褐色土が水平の

互層となり、極めて硬く突き固めて埋めたものが幾つかある。柱痕跡は認められない。

柱掘形を基にした柱間距離は、桁行総長7.6m(東から2.7十2.5十2.4)、梁行総長6.0m(東

から 3.0十 3.0) で、桁行25尺(東から 9+8+8)、梁行20尺 (10~尺等間)かと推定される。

建物方位は南北基準線に対し、 N76
0

Eである。

遺物は、西妻の柱掘形から回転糸切り痕のある須恵器杯、北側の東より 3番目の柱掘形から

須恵器・土師器の杯が出土した口

B期建物はA期建物とほぼ同一位置に立てられた桁行3間×梁行2間の東西棟掘立柱建物跡、

で、総柱である。柱掘形を確認できたものは北側4本と棟通り 3本、南側 1本のみで、棟通り

S N 
H =47.00111 
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中央2本を除き、 SB982. A建物跡の掘形に位置が重なる。北側

の掘形は楕円形を呈し、おおよそ長軸55~88cm、短軸50~60cmで、

深さ36'""'-'56cmで、ある。棟通り中央の2本はSD993溝状遺構によっ

て切られているため、径40'""'-'55cmと小さい。柱痕跡は認められず、

北側柱の中央2本の掘形には北へ抜き取り痕がある。

柱掘形を基にした柱間距離は、桁行総長7.6m(東から2.7+2.5

十2.4)、梁行総長6.0m(北から3.0十3.0)で、計調尺は桁行25尺(9十 8十 8)、梁行20尺

(10尺等間)かと推定される。建物方位はSB982とほぼ同一でN77
0

Eである。

S K (T) 1020' S 1 968を切り、 SD993によって切られる。 SD984 • 995との新旧関係は

不明であるが、 SD1023が本建物の掘形理土を切っているように観察された。

( 6 ) S B 1013 (第22.28図，図版12)

桁行3間×梁行2間の南北棟掘立柱式建物跡である。柱掘形は方形

を皇し、最小で60X56cm、最大で86X74cmほどで、深さは東側で深

く65cmで、ある。径25"'--'30cmの柱痕跡の認められるものが8本ある。

建物東側の南北隅柱から約2.4m東へ離れて、小ぶりの掘形が各 1基

あり、北側のそれには直笹約20cmの柱痕跡が残る。柱筋の通りが良

く、本遺構と関連するものであろうか。柱痕跡を基にした柱間距離の

平均は桁行総長8.6mりとから3.0十3.0十2.6)、梁行総長6.4m (東か

ら3.1十3.3)で、計画尺は桁行29尺 (10十

10十 9)梁行21尺 (10十11)かと推定され

る。建物方位は南北基準線にほぼ一致する。

S B937掘立柱建物跡の北妻の柱掘形と、

本建物東側北から 2番目の柱掘形とがわず

W 

北東隅柱

1 7.5Y R%褐色土
かに重複するが、この切り合いでは新!日関 2 7.5YR%褐色土

3 7.5Y R%IJ音褐色土、柱痕跡
係はつかめなかった。しかし埋土の色調は

Hニ46.50mE

南西 11高柱

1 7.5YR対褐色土
2 7.5YR%暗褐色土、
件痕跡
o 1 m 

本建物のほうが汚れの度合が強いことから
第28図 S 81013柱掘形土層断面図

本遺構のほうが新しいと考えられる。また、 SK939とも重複するが、 SK939を底面まで掘り

下げてから柱繍形を検出しているので、本遺構の方が古いと考えられる。北西隅柱はSD1016 

によって切られている。

遺物は小破片であるが、北妻の柱掘形から、体部にケズリ痕のある土師器繋が出土した。
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( 1 ) SA号40 (第22.29図)

S B937掘立柱建物跡の東側北から 3番めの柱を切る 2間の掘立柱列である。掘形は一辺60

""""'80cmの略方形で、深さ35cmあり、底部が幾分丸みを帯びる。柱痕跡はないが総長は3.9m

(北から2.3十1.6)、計画尺による13尺(北から 8十 5)と推定される。柱列方位はN32
0
E 

である口

(2) S A964 (第22・30図)

S B937掘立柱建物跡の西側柱筋

より約2.0m離れて平行して並ぶ南

北筋4間の掘立柱列である。北端の

柱が幾分東に振れるが、総長は11.9

m (北から2.7+3.3十2.95十2.95)

で、計画尺による40尺(北から 9十

11十四十10)と思われる。柱掘形は

一辺30cmの略方形を塁し、深いも

N HZ4640Hli N 
H =46.40m 

北端柱

1 7.5YR%暗褐色ニ仁

2 7.5YR，%褐色土

3 7.5Y R対褐色土

北 4 t主
1 7.5.Y Rち黒褐色土

2 7.5Y R持褐色土
3 1. 2層の出合

o 50cm 

第30図 S A964粧掘形土層断面図

のでは深さ48cmあり、直径15cmほどの柱痕跡が認められる。柱列の方位はN70 Wである o

S B937掘立柱建物跡に伴う目隠し塀的な性格が考えられる。

(3) S A 1026 (第四国，図版21)
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調査区北部にある南北1間の柱列である。 a • b 2時期あり、 a期の掘形は一辺約60cmの

方形を呈し、深さは確認面から22cmで、ある。柱痕跡はないが柱間距離は3.4mほどに推定きれ

る。 b期の柱列は西へ約50cm移動させたもので、一辺50......__60cmの方形を呈し、直径18......__25

cmの柱痕跡が認められる。柱痕跡から推定される柱間距離は3.1m、柱列方位はN50 Wであ

る。 a• b期いずれも S1935竪穴住居跡、 SK947土坑を切っている。

ヰ溝

( 1 ) S D956 (第27図，巻首図版3.4 6 7) 

S D992の北に位置する東西方向の溝である。長さ7.8m、i隔16""""'40cm、全体に浅く、深さ

は5cm前後に過ぎない。西側に大きめのピットが 2個あるが柱痕跡は認められなかった。溝

の方位はおおよそN71
V

Eである。 SD984と重複し、部分的にSD992に接しているが両者と

の新旧関係は不明である。

(2) S D984 (第21.27図)

調査区東側に位置する南北方向の板塀である。轄の全長23.85m、幅25'"'-'40cm、深さは遺構

確認、面より30......__50cmである。溝内に直径約30cm、深さ70......__80cmに及ぶ柱穴が16個あり、この

うち柱痕跡の残るものが8値ある。柱は断面厚さ 6cm、幅20cmほどの板状を呈し、 l幅の広い面

を溝の走行に対して直角に向けている。柱穴及び柱痕跡を基にした柱間距離は1.2"--'2.0mまで

変異があるが、平均1.55mとなり 5尺を基本とするものであろうか。溝の方位はN4
0
Wである。

S K959. 960土坑を切り、 SK960では柱穴がその底部をも掘り込んでいる。 S1967竪穴住

居跡、 SB982・1014掘立柱建物跡との新旧関係は定かでない。東西方向の溝8条とも重複し、

S D988を切っているように観察されたが、飽の溝との新旧関係は不明である。

遺物は凹面に布白痕があり、凸面に叩き痕のある平瓦の破片が出土した。

(3) S 0985 (第16図)

S K960. 961の甫に位置する東西方向の溝である。全長4.34m、IP.liii18"--' 36cm、深さ 3"--'5

cm、である。溝方位はN78
0
Eである。 SD984と交差するが、新!日関係は不明である。

(4) S 0986 (第27図)

S D985の南に位置する東西方向の溝である。全長6.92m、qi富山------26cm、深さ 3"-'5 cmで¥

浅いためか途切れる館所がある。溝の方位はN80
0
Eである。 SD984と交差するが新!日関係

は不明である。

(5) S 0987 (第27図)

SD986の南に位置する東西方向の溝である。長さ8.1mを検出したが未調査区に入っており、

全長は不明である。幅20......__58cm、深さ 2------6 cmと浅く、溝の底は平坦である。西端に小ピッ
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トが存在する。溝方位はN74
0

Eである。 SD984と交わるが新!日関係は不明である。

( 6 ) S D 988 • 1006 (第31~33図，図版17-18) s 

S D988はSD992の北約2.8mに平行する東西方向の板塀

である。長さ26.9mを検出したが東側は未調査区に入ってい

る。幅25'""'-'30cm前後、深さ約20cmで、溝の中に柱穴が22個

並び、このうち17個に柱痕跡が認められる。柱穴は一辺約30

cmの略方形を呈し、確認面からの深さは60"""'-'70cmのものが

多く、 90cmを越えるものもある D 柱痕跡は淳さ 9cmで、i幅24

cm、)享さ 8cmで、幅20cmなどの大きさである。柱痕跡を基

にした柱問距離は1.1'""'-'1.4mまでのl隔があるが、平均は1.26

mで4尺を基本としたものと推定される。溝方位はN69
0

E 

である。 SB937掘立柱建物跡を切っているがSD990 • 1009 

N 
H=47.0m-一時

1 7.5Y R%褐色土、柱痕跡
2 7.5YR指褐色土

05Ocm  

との新旧関係は切り合いでは把握できなかった。南へ曲折し、 第31関 S D988東 2柱穴

S D1006と一連になる遺構と考えられる。遺物は凹面に布面痕のある瓦が出土した。

S D1006はSD1004とSD1007との間にある南北方向の板堺である。 SD990との曲折点に

新!日 2時期の柱穴があり、これより南へ15.2mの長さを検出したが、未調査区へ延びている。

溝のl隔は25'""'-'30cm前後で、この中に'1'高10'""'-'14cmの板状の痕跡が見られる。柱穴は14僧あり、

深さ58'""'-'84cmで、このうち 7{j聞に柱痕跡が認められる。柱痕跡のうち最大のものは厚さ10cm、

l幅27cmで、ある。柱穴および柱痕跡から計測される柱間距離の平均は1.17mで、4尺を基本とし

たものであろう。 SD1002を切っている。方位はN10
0

Wである。

遺物はSD984との交点から須恵器杯(第48図)が出土した。

(7) S D 989 (第27・33図)

S D988の南に位置する東西方向の溝である G 全長22.50m、i揺20'""'-'55cm、深さ 7'""'-'13cmで、

ある。溝の西から4.2mと9mの位置に柱穴があり柱痕跡が認められるが、これをもって板塀

とは言い難し、。西より 9mの位置までは方位N68
0

Eで、 SD988あるいは992に平行するが、

これを境に若干南へ屈折して走向が異なりおおよそN74
0

Eとなる。柱痕跡のある柱穴もなく、

講の幅も広くなる。西端より 9mの地点を境として、異なる別個の遺構と見るべきかも知れな

い。 SD984と交差するが、新旧関係は把握できなかった。

遺物は小破片であるが、回転糸切り痕のある須思器と土師器の杯が出土した。

(8) S D 990 (第32・33図)

S D991の西に位置する東西方向の板塀である。調査区間端の土層に溝断面が見られ、溝の

長さは少なくとも19.7mあり、さらに西へ延び、ている。 幅20"""'-'30cm、深さ15cmほどで、柱穴

-40ー



第90次調
査

第5主主

怨霊会

Iη 

58 

(CJ 

調整区南
西部の溝

-4ト42
-

第32図

整地層

土台]鵠%
 
R
 
y
 
cu 
均
/

土
土
色
色
褐
掲
暗
暗
%
%
 

ロハロハ
Y
Y
 

亡パ
V

炉、υ

門

J
m
/

KD-

KF-

土
叫

色

i

知
明
土

4
L「

暗
色
色

葎
問
問
褐

お
ル
ペ
%

v
b
R
R
 

Y
Y
Y
 

Z
L

に
U

に
d

門
/
?
'
ウ
人

KH-

iとむ22:ii
'

ー一一-一一_
1

2 

口
U
ρ
む
巧
J

C 

1 

2 

7 

A 

日日立2225土
[;JffE22、7，5Y

Rち

?? 
;;JfZ22f之、慨

跡

7‘5y R%，
褐色土

7
4
n
d
q
u
 

1
2
3
4
4
 



第5章第90次調査

一-KJ 

KI-
一-KI

ハ
U
t
-
-

S N 
H=46.60m -

1 7.5YRち褐色土、紋痕跡、

2 7.5YR詰褐色土

ハ 50cm

i I ! I I I 
S D 1008土層|析間図

第33図 SD 988 ，.._. 991 • 944 • 1 008 • 1 009 

が14個あるが柱痕跡は検出されず、溝内の板痕跡も見られなかった。柱穴から想定される柱間

平均距離は1.4mである。本遺構の東端の柱穴は直径40cmで他の柱穴に比べて大きく、 SD

991との間に溝は作られていない。両者の柱穴ないしは柱痕跡の距離は約1.4mある。 SD990 

と991は走行が一致することから一連の遺構で、この部分に出入口を設け、 SD 1008 • 1009が

その北側と西側の遮蔽施設として作られたものであろう。溝の方位はN75
0

Eである。 SD

988 • 1006の屈曲点と交差するが、切り合いでは新!日関係を把えられなかった。

遺物は回転糸切り痕のある土師器の杯が出土した。

(9) S 0991 (第33図，図版14)

S D992の北に位置する東西方向の板塀である。全長5.87m、幅16'"'-'48cm、深さ33cmで、あ

る。溝内に柱穴が 6個あり、深さ31'"'-'56cmで、うち 2偲に板状の柱痕跡を認める。西端の柱

穴は径50cmほどで、他より大きく作られている。溝の方位はN75
0

Eである。
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(10) 50992 (第32図)

S D991の南に位置し、 SD988に平行する板塀である。溝の全長25.50mで、幅は20~25cm

ほどのところが多いが、東部において約40cmのところもある。溝内に円形または略方形を呈

する柱穴が21個あり、このうち41屈に溝方向に対して直角に据えた板状の柱痕跡が認められる。

柱痕跡および柱穴から得られる柱間距離は1.1~1. 4m と変異があるが、平均は1.28m となり、

4尺を基本としたものであろうか。溝内には板状痕跡は認められなかった。溝の方位はN69
0

Eである。 SD984と交差するが新旧関係は不明である。

遺物は土師器杯が出土した(第42図29)。

(11) 5 0993 (第27図)

調査匹南東部に泣置し、北東~南西方向に走る溝である。内郭東門の東側から長森丘陵の尾

根筋を通り政庁東門付近にかけて、道路状に横たわる問みとその南側の盛土が地表から観察さ

れるが本遺構はその一部である。調査地付近では地表からの凹みと盛り上がりは明確さを欠い

ていたが、地山を削り込んで長さ17.2m、幅2.2m前後の丸みを帯びて緩やかに凹む溝となっ

ている。地山面での深さは東端で7cm、西端で、は20cmである。この溝の西延長上にあるKD

56グリッド付近では溝内に堆積する黒褐色土が硬化し、その聞から寛永通宝が出土した口

地表から観察される道路状の凹みは長森丘陵の東西を貫く形で存在し、第81次調査では地山

を1m掘り込む断面逆台形(箱掘り)の溝SD877を調査している。本遺構もこのSD877と関

連するものであるが、 SD877同様に遺構の所属年代及び性格についてはなお検討を要する。

しかし、本遺構のように地表に残る道路状の凹みを、ある時期に道路として利用したことはあ

ると判断される。

遺物は須恵器護の小破片が出土した。

(12) 5 D994 (第32図)

S D992の50cm南に位置する東西方向の溝である。全長4.6m 、 i隔27~54cm、深さ 3~6

cmである。溝内に小ピットがあるが配列に規則性はない。方位はN66
0

Eである。

(13) 50995 (第27図)

S D992の南に位置する東西方向の板塀で、溝の全長3.8m、幅22~40cm、深さ 25cmほどで

ある。東端@中央部 e 西端に、それぞれピットがあり、 62'~74cmの深さで、柱を建てたもの

と推定されるが、柱痕跡は検出されなかった。東端から50cmの位置にもピットがあり、これ

はSD984南端のピットを切っている。 SD984南端のピットとは深さが近く、この柱の建て替

えとも考えられるが、 SD995に伴うものであるならば、 SD984より995の方が新しいと言え

る。 SB982・1014掘立柱建物跡との新旧関係は把握し切れなかった。溝の方位はNE76
0

E 

で、方位及び位置関係から SD990・991と関連する一連の板塀と見ることもできる。

-44-



第5章第90次調査

(14) S D996 (第32図)

S D994の南1. 2m~こ位置する東西方向の溝で、長さ8.34mを検出した。溝の東側は未調査区

に入っているが、 SB882 • 1014掘立柱建物跡付近までは延びていない。 1陥は東ほど広く 60cm

ほどであるが西方で、は14cmで、ある。深さは全体に浅く、 5'"'-'7 cm~，こ過ぎず、浅い凹みが東側

に見られる。西端より1.5mの位置に径38cm、深さ10cmのピットがあるが、柱痕跡は認めら

れなし、。方位はN68
0

Eである。 SB937掘立柱建物跡の南西隅柱を切っている。

(15) S D997 (第32国)

S D996の南50cm~こ位置する東部方向の溝で、長さ約4mを検出したが、東側は未調査区へ

入っている。幅20'"'-'35cmで、深さは 2"'-'10cmで東ほど浅く、溝内に小さな出みがある。西端

はSB937掘立柱建物跡の南東隅柱掘形にわずかに重複するらしいが、新旧関係は不明である。

方位はNE75
0

Eである。

(16) S D998 (第四図)

S D997の南にある東西方向の溝で、長さ7.45mを検出し、東側は未調査区に入っている D

S D996と同様に幅は西ほど狭く 12cmほどであるが、東端部vi40cm前後となる。深さは全体

に浅く、 3~9cmである。東端が 2 叉に分!技しており、地の溝との重複かと考えられる。西

端はSD1004に接する。長径40cm、確認、面からの深さが18cmのピットが2個あり、柱痕跡は

認められないが、その間隔は心心でおよそ1.20mで、ある。方位はN67
0

Eである。

(17) S D999 (第四図)

S D998の南に約1.3m離れて平行する東西方向の溝である。長さ6.9m、i簡16.---._，28cm、深さ

は全体に浅く、 3'"'-'5 cmvこ過ぎなL、。一部に校状に分岐する箇所がある。方位はN66
0

Eで

ある。

(18) S D 1 000 (第32国)

S D999の南に約1.2m離れて平行する東西方向の溝である。長さ7.8m、l臨時，--.._，50cm、深さ

2，--.._， 7cm、溝内にピットが 3偶あり、東からそれぞ才1，38c皿、 67cm、65cmの深さであるが、

溝に伴うものか定かではない。方位はN67
0

Eである。 S1966を切り、 SD1004と交わるが

新!日関係は不明である口

(19) S D 1001 (第32図)

S DIOOOの南にあり、長さ2.2mほどの溝で、深さ 4cmで、ある。方位はN88
0

Eである。 S

1966を切り、 SD1000にも接するがSD1000との新!日関係は定かでない。

(20) S D 1002 

S DI003の北に位置する東西方向の板塀である。長さ14.3mを検出したが、東西南端とも

調査区に入っている。方位はN70
0

Eである。 SD1004との交点より東では明確にA.B2時
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期あり、 A期溝の位置を僅かに南にずらしてB期溝を掘り込んでいる。 A期溝の幅は不明であ

るがB期溝は30'""'"'40cmあり、 SD1004との交点より東では2時期合わせた溝の縞は46'""'"'75cm 

ある。これに対し、交点より西では2時期の重複は認められず最大幅36cmで、西ほどしだい

に細くなっている。 A期溝は本遺構全体にあるのに対し、 B期溝はSD1004との交点より東に

摂られることが明らかである。 B期溝には深さ58'""'"'67cmの柱穴が5個あり、柱痕跡はないが、

柱穴の心心距離は東から1.3m• 1.6m • 1. 35m. 1.5mで、ある。この8期溝は南へ曲折し、 S

D1004に連なるものである可能性がある。

交点より西の a 期溝では深さ 45~70cmの柱穴が 3 個あり、柱痕跡が認められる。柱間距離

は2.5m、2.7mで、ある。溝内に幅約10cmの板状痕跡も見られる。

遺物は須恵器警の小破片が出土した。

(21) S 0 1003 (第32国)

S D1002の南に平行する東西方向の溝である。長さ7.9m、1隔18'""'"'36cm、深さ 6'""'"'12cmで

ある。方位はN69
0

Eである。 SD1004と交差するが新!日関係は定かでない。 S1966を切る。

(22) S D 1004 (第34図，巻首図版8) 

調査区高西部にある南北方向の板塀である。東西方向に走る SD 1002 • 1003などと交差し、

南端から SD1002との交点まで、は幅40cm、深さ30'""'"'38cmほどの掘り込みのしっかりとした溝

であるが、それより北では溝は途切れ、 11屈も20cm前後と細く、深さ 7cmほどになる。 溝内に

柱穴があり、柱痕跡が認められる。南2本の柱痕跡は厚さ 6cm、幅20'""'"'30cmで、柱間距離は

1.3mで、ある。 SD999との交点の柱穴は径45cmあり、角材痕跡が26X10cmと大きめである。

方位はN8
0 

Wである。 SK1011を切っている。

溝のi隔、柱間距離はSD1002 • B期溝のそれに近く、元来本遺構にはA.B2時期あって

A期溝はS1965付近まで延びていたが、 B期溝は南端から SD1002との交点までで、交点か

らは東に屈折してSD1002. B期板塀に連続するものではなかろうか。

(23) S 01005 (第32図)

S D1004とSD1006の間にあり、 SD1006には確実に切られている。本遺構のみ唯一走向が

特異で、 S1966の西壁の方向に略平行する。長さ4.5m、幅20cm前後、深さ 7~10cmで、ある。

方位はN26
0

Eである。

(24) S 01007 (第四図)

S D1006の西約2.1m に平行する南北方向の板塀である。長さ 6.6m にわたって l隔12~25cm

の溝があり、中に柱穴が5偲並ぶ。 SD1002と交差する点より南では溝は失われているが、溝

の延長線上に柱穴が 2イ闘がある。溝の北延長線上にも柱穴があり、少なくとも SD990付近ま

では達するものと思われる。柱穴および柱痕跡を基にした柱間距離はほぼ等間で、平均は1.41
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cmとなり、ほぼ5尺を基本としたものかと推定される。方位はN10
0

Wである。 SD1002と

の新旧関係は定かでなし、。

(25) S D 1008 • 1009 (第33図，図版14)

S B937掘立柱建物跡の東に位置する板塀である。東西方向のSD1008は溝の全長5.2m、幅

20'"'-'30cm、深さ25cmあり、深さ54'"'-'70cmの4偲の柱穴を有し、いずれにも柱痕跡が認めら

れる。方位はN80
0

Eである。溝内には柱穴内の柱痕跡に誼角に交わるl幅16cmほどの板状痕

跡がある。商端の柱穴は長径60cm、短径40cmと大きしこの中にはL字状の柱痕跡が見られ

る。これは東西方向に走る SD1008に対して直角に置かれた柱と、南北方向に走る SD1009に

対する柱とが一柱穴内に据えられたものと解される(図版17)。

S D1009はSB937掘立柱建物跡の柱掘形を切り、長さ3.56m、溝幅26cm、方位はN8
0

W 

で、 SD990およびSD1008に対して鹿角に交わっている。 SD1008と1009の柱穴および柱痕

跡から各々の柱間距離の平均は1.46mで、5尺を基本としたものであろう。これらは連続する板

塀で、さらにSD990板塀に合体し、 SD991板塀とも一連となる遺構と考えられ、東西方向の

S D990・991板塀の出入口部を構成するものであろう。

遺物はSD1008の柱穴内から須恵器と土師器の小破片が出土した。

(26) S D1015 (第34図)

S D1016の東に平行して並ぶ南北方向の溝で長さ 6m、幅20'"'-'28cm、深さ10cmで、ある。 S

B 1013掘立柱建物跡の範囲と重複する。北部に径28cm、深さ26cmほどのピットがあるが本遺構

に伴うものか定かでない。方位はN4
0 

Eである。埋土に土師器片を含み、古代の遺構である。

(27) S D 1016 (第34関)

S DlO15の西に1.7m離れて平行する溝で長さ6.5m、111高16'"'-'28cm、深さ 8cmで、ある。方位

はN3
0 

Eである。 SB 1013掘立柱建物跡の北西隅柱掘形を切っている。

(28) S D 1018 (第34図)

東西方向の溝では最も北に位置する。全長3.0m、中高30""'-'45cm、深さ 5'"'-'10cm、方位はN

79
0 

Eである。

(29) S D 1021 (第32図)

S D1003の南 1mvこ位置する溝である。長さ2.1mを検出し、東側は未調査区に入っている

が、 KD56グリッド内では検出されないから、全長は 3mに満たないであろう。~.高20cm前後、

深さ 5cm、方位はN68
0 Eである。

(30) S D 1022 (第32図)

S D1011の南に約15cmほど離れて並ぶ溝である。長さ2.15m、l幅30cm前後、深さ 8cmほ

どで、一部はSD101lに接している。方位はN70
0

Eである。
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(31) S D 1023 (第27関)

調査区海東部にある東西方向の溝である。全長2.94m、幅20'"'-'40cm、深さ 7'"'-'13cmで、ある。

東端に深さ47cmのピットがあるが柱痕跡は認められなかった。方位はN75
0

Eである。 SB

9820 A. B建物跡の柱掘形と重複し、掘形埋土を切っているように観察される。

(32) S D 1025 (第32図)

S D1002の南にある溝である。長さ1.64m、l幅15'"'-'20cm、深さ 5cmで、ある。方位はN78
0

Eである。 S1966を切っている。

5 土 坑(第36図，国版19)

( 1 ) S K 938 (第35関)

S B937掘立柱建物跡の北妻柱掘形を切り、 SK939によって切られる。楕円形を呈し、長軸

1.42m、短軸推定1.2mほどである。深さは極めて、浅く、確認面から約3cmに過ぎなL、。

遺物は土師器杯(第49図30)、須恵器杯。護が出土した。

(2) S K 939 (第35図)

S K938の西に位置し、円形を呈する遺構である。直径2.4mで、深さは30'"'-'40cmで、ある。

SK938を切っているので、 SB937掘立柱建物跡よりは新しいことが明らかである。 SB 1013掘

立柱建物跡の東側北から 2番めの柱掘形とわずかに重複するが、新!日関係は把握できなかった。

遺物は須恵器舎土師器の杯(第49図31~37) のほか、小破片であるが須恵器では葦@翠 e 回

転糸切り痕のある杯、土師器では回転糸切り痕のある杯@棄が出土した。

(3) S K 945 (第四国)

S 1943竪穴住居跡の南に位置し、楕円形を呈する遺構である。長軸約1.2m、短軸86cm、

深さ30cmで、底面は丸く凹む。 に焼土が損じっている。明確ではないがS1943竪穴住

居跡を切っているものと思われる。

遺物は破片資料であるが、縄文施文のみでH寺期不詳の縄文土器、回転へラ切り無調整の須恵

器杯、土師器杯、上部がロクロ成形で、下部にタタキメがあり、おそらく長腕の砲弾形を呈す

ると忠われる土師器の護が出土した。

(4) S K 946 (第37図)

S 1934竪穴住居跡の西に位置し、橋円形を呈する遺構で、西へ傾斜する斜面にある。長軸

2.3m、短軸1.7m、深さ20'"'-'30cmで、ある。底面も西へ低くなり細かな凹凸が多い口

遺物は上部がロクロ成形で、下部にタタキメのある土師器警の破片が出土した。

(5) S K 947 (第37図，図版20)

S 1935竪穴住居跡の南に位置し、方形を呈する遺構である。長軸2.26m、短軸1.9mあり、
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底面は凹凸が激しいが、最深部で確認面より22cmの深さがある。 SX974を切り、 SAI026柱

列によって切られている。

遺物は土師器護(第49図38• 39)のほか、須恵器窪、回転糸切り無調整の土師器杯の破片が

出土した。

(6) S K 948 (第37図)

SK949の西に位置し、楕円形を呈する遺構である。長職1.36m、短軸1.02m、深さ30cmで、

ある。 SK977を切っている。

(7) S K 949 (第37図)

S K948の東に位置し、円形を呈する遺構である。直径l.lm、深さ40cmで、ある。遺物は須
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恵器蓋の小破片が出土した。

(第38図)S K950 ( 8 ) 

S K955の南に位置し、円形を呈する遺構で、震径1.4m、深さO.92mで、ある。北西側の立ち

上がりが幾分丸みを帯びている。埋土は暗褐色土と黒色土が互層となり、土坑中央部に高く、

周囲に向かつて傾斜して堆積する。

遺物は須恵器@土師器杯の破片が出士した。

(第38図)S K951 (9 ) 

S K955の北商に位置し、楕円形を呈する遺構である。長軸1.20m、短軸96cm、深さ 6cm

KN 

調
査
範
囲
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(10) S K 952 (第38図)

S K953の南西にあり、円形を皇する遺構である。直径1.8m、深さ62cmである。 SK978に

よって切られる。

(11) S K 953 (第38図)

SK952の北東に位置し、円形を呈する遺構である。直径1.45m、深さ15cmである。

(12) S K 954 (第四図)

SK953の東に位置し、円形を呈する遺構である口重径1.6m、深さ25cmである。 SK981に

切られる。回転糸切り無調整の須恵器杯が出土した。

(13) S K955 (第39図)

S K952の南に位置し、略円形を呈する遺構である。 .88m、深さ20cmで、ある。北端の

埋土中に:焼土がわずかに含まれている。

遺物は須恵器杯(第50図40• 42)のほかに、須恵器査の肩部、体部にタタキメのある土師器

護の破片が出土した。

(14) S K 957 • 980 (第39図)

S K961の西に位置し、 2基の土坑の重複と思われるが、個々の平面形や新!日関係の明確な

把握はできなかった。 SK957は構内形を呈し、長軸1.8m、短軸1.5mで、深さ30cm、SK

980は円形を呈し、直径1.5mほどで、深さ24cmと推定される。

遺物はSK957から須恵器杯(第50図43)のほか、回転糸切り無調整の土師器杯、内黒の土

師器高台付杯、砂底の土師器窪、タタキメのある土師器撃が出土した。 SK980からは回転ヘ

ラ切り痕のある須恵器杯が出土した。

(15) S K 958 (第39図)

S K961の北に位置し、円7f}を呈する遺構である。直径1.8m、深さ27cmで、ある。

遺物は回転糸切り痕のある土師器杯と、縄文土器の破片が出土した。縄文土器は時期が不

明であるが、埋土の状態から本遺構は縄文時代の遺構と考えられる。

(16) S K959 (第40図)

S K960の北に位置し、円形を呈する遺構である。直径1.15m、深さ34cmで、ある。主として

南側の底部が口径よりも外方に張り出している。 SD984によって切られる。

遺物は縄文施文のみで時期不詳の縄文土器と土師器杯の小破片が出土したが、埋土の状態か

ら縄文時代の遺構と考えられる。

(17) S K 960 (第40悶，図版20)

S K959の南に位置し、楕円形を呈する遺構である。長軸1.45m、短軸1.25m、深さ55cmで、

ある。底部は平坦で口径よりも広く、フラスコ状となっている。 SD984溝に切られており、
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その柱穴が本遺構の底部に達している。遺物はないが埋土の状態から縄文時代の遺構と考えら

れる。

(18) S K961 (第40図)

SK980の東に位置し、楕円形を呈する遺構である。長軸1.5m、短軸1.2m、深さ25cmで、あ

る。

(19) S K962 (第40図)

SK980の南に位置し、円形を呈する遺構である口直径1.6m、深さ27cmで、ある。

(20) S K 963 (第41図)

SK962の北西に位置し、円形を呈する遺構である。直径1.3mで、深さ22cmである。

縄文土器小破片が出土し、縄文時代の遺構と考えられる。

(21) S K969 (第43国)

S X970の北西に位置し、楕円形を呈する遺構である。長軸2.70m、短軸約2.30mで、深さ

20cmで、ある。

遺物は回転糸切り痕のある土師器杯が出土した。

(22) S K 971 (第41図)

SA940の東に位置し、円形を呈する遺構である。口径より下部の直怪が広いフラスコ形で、

口径1.3""--'1.4m、底径60c皿、深さ55cmで、ある。遺物は出土しなかったが、埋土の状態から縄

文時代の遺構と考えられる。

(23) S K 973 (第四図)

SK947の北に位鷺し、楕円形を果する遺構である円長軸87cm、短軸72cm、深さ25cmで、あ

る。底面は丸く凹んでいる。

遺物は須恵器杯の口縁部破片と、土師器杯(第50図44)が出土した。

(24) S K 976 (第24.41関)

S 1934の南側壁付近にあり、円形を呈する遺構である。直径96cm、深さ18cmで、ある。埋

土に焼土粒を含むが、これはS1934竪穴住居跡のカマドから広がった焼土と考えられ、 S1 

934よりも本遺構の方が新しいと推定される。

(25) S K 977 (第37図)

S K949の西に位置し、断面がフラスコ状を呈する遺構である。口径約70cm、底径84cm、

深さ74cmである。 SK948によって切られる。

遺物は縄文時代晩期と推定される深鉢形土器の口縁部破片が出土した(第50図45)。

(26) S K 978 (第38図)

S K952の東を切って重複する楕円形を呈する遺構である。長軸1.06m、短軸0.87m、深さ

F
h
u
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は28cmで、ある。遺物は回転ヘラ切り痕のある須恵器杯、回転糸切り痕のある土師器の小型警

の底部が出土した。

(27) S K 979 (第20図)

S 1936の南東部にあり、不整円形を呈する遺構である。長軸1.52m、短軸1.3mほどで、深

さ30cmである。 S1936竪穴住居跡の硬化した床面を切っており、本遺構の方が新しし、。

(28) S K 981 (第39図)

S K954の西に位置し、略円形を呈する遺構である。直径75cm、深さ 8cmで、ある。

(29) S K 1011 (第32図)

調査区最南端に位置し、一部は調査区外に出ているが、楕円形を呈する遺構と思われ、推定
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長軸1.2m、短軸1.05mである。 SD1004によって切られている。

(30) S K 1012 (第33図)

S K971の南にあり、略円形を呈する遺構で、直径1.2mである。 SD988 • 1009によって切

られる。

(31) SK1019 (第22図)

S B937掘立柱建物跡の北西隅柱掘形を切り、大部分が掘形内に入っている。円形を呈し、

直径1.04回、確認面からの深さは82cmで、ある。

(32) S K 1024 (第43図)

S K969の北に位置し、円形を呈する遺構である。直径95cm、深さ18cmで、ある。中央部に

直径28cm、深さ10cmのピットがある。

遺物は須恵器薬、ロクロ成形で内黒の土師器杯の破片が出土した。

6 Tピット

( 1 ) S K (T) 975 (第42図，図版21)

S 1935の東に位置するTピットで、長軸4.05m、短軸30.--.....60cm、深さ1.05mで、ある。長軸

の両端が外方に張り出している。二!と側を略方形のピットに切られている。

(2) SK (τ) 983 (第42図，図版21)

S X974の西端に位置する T ピットである。長軸3.23m、短軸25~45cm、深さ 76cmで、ある。

断固が円筒状に垂直に掘り込まれ、底面は平坦である。長軸両端の下部が外方に張り出してい

るn

( 3 ) S K (T) 1010 (第42図)

S B982掘立柱建物跡の西に位置するTピットで、長軸3.65皿、短軸28，....__，36cm、深さ7lcm

である。断面はほぼ円筒状に垂直に掘り込まれ、底面は平坦である。東端の底部が外方に張り

出している。

( 4 ) S K (T) 1017 (第35図)

S K939土坑の東にあるTピットである。 SK938 • 939土坑、 SB937掘立柱建物跡の東側北

から 2番目の柱掘形に切られており、東端部は全く失われている。現存長軸3.70m、短軸24'"'"'

42cm、深さ60cmで、ある。底面は平祖で、幅16cmほどである。

( 5 ) S K (T) 1020 (第27・42関)

S 1968の南に位置するTピットである。長軸3.26m、短軸18'"'"'24cm、深さ53cmで、あるが、

全体にわたってSD993溝に切られており、実際にはさらに深かったものであろう。 SB 1014 

掘立柱建物跡の柱掘形にも切られている。ほぽ円筒状に掘り込まれ、底面は平坦である。北端
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は底面が外方に張り出している。

7 その他の遺構

( 1 ) S X 970 (第43図)

調査底南東捕にあり、 SK969の南東に位置する。北半部のみの調査であるが、直径3.6mの

円形を呈し、断面が摺鉢状となる遺構と推定され、深さ1.0mで、ある。底面は全体に丸みを帯

び、緩やかに立ち上がる口覆土中央部に炭化物を多く含み、わずかに火山灰の小ブロックも見

られる。北側で掘立柱建物跡の柱掘形かと考えられる掘り込みと重複するが、新旧関係は不明

である。

遺物は土師器杯(第51図46)のほか、回転へラ切りおよび回転糸切りで無調整の須恵器杯、

蓋、回転糸切り無調整の土師器杯、ロクロ成形による土師器護が出土した。

(2) S X 974 (第16図)

S K (T) 983の北端付近から北東方向に深さ 5""'-'8cmの掘り込みがある。 SK947によっ

て切られており、その南にも深さ 4"-' 8 cmの掘り込みがある。これらによって北および東側

を囲まれる範囲の内側には長軸約4.5m、短軸2.5mの楕円形で、深さ約lOcmの凹みや長さ2.4

m、幅30'"'-'50cmの溝がある。埋土は主として暗褐色土である。遺構の性格は不明である。

遺物は須恵器杯 e土師器窪(第51図)のほか、破片としては須恵器では回転糸切りによる杯

と、回転へラ切りで無調整、底面に墨書のある杯が出土した。文字は不明である。また須恵器

護の比較的大きな破片が少なくとも 3個体分見られる。土師器では高台付の杯底部周縁と底面

にへラケズリが施され、内面が黒色処理された杯、底部に木葉痕のある警が出土した。

第3節 出土遺物 (第44~51図，閣版24~27)

遺構内出土遺物

( 1 ) S I 934竪穴住居跡出土遺物 (第44図，図版24.25) 

① 須恵器 1は灰色を呈し、底部切り離しが回転へラ切りによる杯で、底面に墨書があるが

文字は不明である(図版25-7)。

② 土師器 2はカマド焼面の北にある楕円形の凹みの中から出土した灰白色を呈する杯で、

底部切り離しは回転へラ切りである。 3は燈色を是し、器厚薄く、底部切り離しは回事長糸切り

である。 4・5は浅黄色の警で4はカマド付近、 5は住居中央部の床面から出土した。

① 石製品 6はカマド焼直の北東にあり、 SB941掘立柱建物跡の柱掘形によって切られる

ピットから出土した。 1面に回みがあり、側縁には磨痕、敵痕がある。縦10.8cm、横12.3cm、
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にJ二---

番号 種 日Jj
口?壬 底径 器I笥 底径 前怪 外{頃 底部切り離し
止刊 (cm) (cm) 指数 指数 度

1 須恵器杯 6.0 回転へフ切り

2 土師器杯 12.9 7.4 4.2 0.57 32.6 28。 回転へフ切り

3 土師器杯 10.4 5.4 4.2 0.52 40.4 24.5" 回転糸切り

4 土師器護 19.0 不 日月

5 土師器袈 19.0 不 明

第44霞 S 1934出土遺物
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摩さ10.8cmで、ある。

(2) S I 935竪穴住居跡出土遺物 (第45図)

① 須恵器 7は灰黄色を呈する杯で、患部切り離しは回較糸切りである。 8は高台部で底部

切り離しは回転へラ切りである。

(3) S I 936竪穴住居跡出土遺物 (第45図，図版24・27)

① 須恵器 9はカマドに支脚として倒置されていた大形の杯で浅黄燈色を呈するが、全体に

硬質である。回転糸切りによって切り離されている。

② 土師器 1O~15は黄褐色を呈する杯で、 15を除いて底部切り離しは回転糸切りによる。 15

は9の須恵器に重なって置かれた状態で、出土した。内面下部に墨痕が多く付着し、墨を入れた

容器と考えられる。

③抵石 16は4は面を使用した砥石で、長さ5.8cm、羽場3.7cmで、ある。

(4) S I 943竪穴住居跡出土遺物 (第46図，図版24)

① 須恵器 17は淡黄色を呈する杯で、カマド付近から出土した。 18は灰白色を呈する杯で、

底部切り離しは回転糸切りによる。

② 土師器 19は黄樟色を呈する大形の杯で、底部切り離しは回転糸切りである。 20は杯で、

口縁部がわずかにくびれる。外面は浅黄援で、内面に煤状物質が多く付着する。

(5) S I 944竪穴住居跡出土遺物 (第46図，図版24)

① 須恵器 21は緑灰色を呈する杯で、底部切り離しは回転糸切りである。

② 土師器 22は灰白色の杯で、底部切り離しは回転ヘラ切りである。

(6) S I 967竪穴住居跡出土遺物 (第46図，図桜26)

① 土師器 23は外面はにぶい黄樺色を呈する杯で、内面に黒色処理を施す。ロクロ成形であ

るが、底部は磨滅していて切り離しは不明である。

② 瓦 24は小破片であるが凹面に布目痕、 o面に格子叩き自が見られる。

(7) S B 937揺立柱建物跡出土遺物 (第47図，図版26)

① 須恵器 25は蓋で、灰白色を呈する。

② 土師器 26は蓋で、外面が浅黄後色を呈し、内面に黒色処理が施されている。

③ 瓦 27は灰色で硬質の瓦である。小破片であるが、丸瓦であると思われる。凸面は無

文、凹面には糸切り痕と布目痕、小口面と側縁の凹商にへラケズリ調整を施している。

( 8 ) S D 984 • 988議交点出土遺物 (第48図1) 

① 須恵器 28は黄櫨色を呈する杯で底部切り離しは回転糸切りである。

(9) S D992溝出土遺物 (第48図2，鴎版24)

① 土師器 29は樺色を塁し、全体に厚手で口縁部がわずかに外反する。底部切り離しは回転
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番号 降一 号Jj
IJ i1; 底径 梅nMー雨ん

(cm) (cm) (仁川)

7 須j忌:器材、 12.0 4.4 4.2 

8 須恵器高古付杯 7.4 

9 須恵器杯 15.9 7.0 7.5 

10 土師器杯 1l.4 5.4 5.2 

11 土師器杯 12.8 5.4 5.5 

12 土師器杯 12.4 3.4 5.5 

13 土師器杯 7.4 

14 土師器杯 14.0 5.2 4.8 

15 土師器杯 12.0 

8 

!長在 高径 外ft良
底部切り離し

指数 指数 度

0.37 35.0 37" 回転糸切り

回転へラ切り

0.40 47.2 27" 回転糸切り

0.47 45.6 23.5' 回転糸切り

0.42 43.0 24.5' 回転糸切り

0.27 44.4 30' 不 日月

回転糸切り

0.37 34.3 33' 回転糸切り

不 日月

第45図 S I 935 • 936出土遺物
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¥ 包デ

仁コ
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7・8 S 1935 

9 -16 S 1936 

16 

10cm 
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ゴ

、ゴ:2

17-20 S I943 
21・22 S I944 
23・24 S I967 

番号

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

10cm 

桂 5.liJ 
U{壬
(cm) 

須恵器杯 13.4 

須恵器杯 13.4 

土師器杯 17.4 

土師器杯 13.0 

須恵器杯 13.1 

土f]市器杯 12.0 

土師器杯 14.6 

底佳

(cm) 

5.8 

6.4 

4.4 

6.0 

7.0 

¥-十二五

ιコ
旦台1町1・田口1 !長在 高f圭 外{痕

底部切り離し
(cm) 指数 指数 度

不 明

4.1 0.43 30.6 33.5' 回転糸切り

6.8 0.37 39.1 32' 回転糸切り

不 明

3.9 0.34 29.8 38' 闇if伝糸切り

3.4 0.50 28.3 33' 回転へフ切り

4.0 0.48 27.4 36。 不 町1

第46図 S I 943 • 944 • 967出土遺物
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25 

26 

¥ 
27 

第4i歯 S B93i出土遺物

、~

28 S D 988 
29 S D 992 

糸切りである。

第48s議溝出土遺物

(10) S K 938土坑出土遺物 (第49関30，図版24)

。 10cm 

①土師器 30は澄色を呈し、全体に脆く、底部切り離しは回転糸切りで無調整である。

(11) S K 939土坑出土遺物 (第49図，図版25)

① 須恵器 31は淡黄色の杯で全体に硬く、体部 あるが文字は判読できない。底部切

り離しは回転糸切りである。

② 土師器 32~37は杯で、 32は稜色を呈し、底部切り離しは回転糸切りである。 33は全体が

脆く、磨滅が著しい。 35には低い高台が付く。 36は外面が燈色、内閣は黒色処理を、誌面に回

転へラケズリを施す。 37は内外両面にへラミガキと黒色処理が施されている。

(12) S K 947土坑出土遺物 (第49図)

① 土師器 38. 39はロクロ成形による護で、 38は外国下方に縦方向のへラケズム内部には
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¥( L7 ~- γ一号ヲミ

るさ』

ミミご
39 

1
 
1
 
ρしハU

1
』
ムハU

30 S K938 
31~37 S K939 

38・39 S K947 

38 

番号 種 翌日
口径 底径 器品 !まf歪 l宗ift 外{頃

底部切り離し
(ω1) (cm) (c冊) 指数 指数 !支

30 土自m器杯 11.0 5.2 5.2 0.47 47.2 20。 回転糸切り
31 須恵器杯 12.2 6.0 3.7 0.49 30.3 35

0 

回転糸切り

32 土問i器杯 12.6 4.8 4.8 0.38 38.1 33.5
0 

回転糸切り

33 土師器杯 13.0 5.8 3.9 0.45 30.0 37" 不 日月

34 土師器杯 6.0 回転糸切り

35 土i開高台付杯 6.0 回転糸切り

36 土師器杯 15.4 7.0 5.7 0.45 37.0 29.5
0 

不 明

37 土師器杯 6.6 不 s，月

38 土師器喪 21.4 8.6 22.7 不 明

39 ゴ二師器喪 18.0 不 日月

第49図土坑出土遺物(1 ) 
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入三:

¥ー

40-42 S K955 
43 S K957 
44 S K973 
45 S K977 

番号

40 

41 

42 

43 

44 

穣 ~Ij 
口f壬
(叫

5良治;器杯 12.2 

須恵器杯 12.2 

土問器杯

須恵器杯 12.8 

土師器杯 12.8 

イ
u 

Eま径 首江口1'1司一 底筏

(cm) (cm) 指数

6.8 3.2 0.56 

5.4 4.0 0.44 

5.0 

5.2 3.8 0.41 

5.4 4.2 0.42 

第50国土坑出土遺物(2 ) 

横方向のへラミガキが施される。 39は体部にタタキ痕が見られる。

(13) S K 955土坑出土遺物 (第50図2 図版25)

第5章第90次調査

三三~

45 

10cm 

両径 タト{頃
底部切り離し

指数 度

26.2 34" 回転へフ切り

32.8 33。 回!伝糸切り

回転糸切り

29.7 39" 回転糸切り

32.8 33
0 

回転糸切り

① 護憲器 40' 41は灰白色を長し、底部切り離しはそれぞれ回転へラ切り、回転糸切りであるO

② 二回市器 42は浅黄燈色の杯で、底部切り離しは田転糸切りである。

(14) S K 957土坑出土遺物 (第50図，図版25)

① 須恵器 43は浅黄櫨色の杯で、底面に墨書があるが、文字は不明である。底部切り離しは

回転糸切りである。

(15) S K 973土坑出土遺物 (第50図)

① 土師器 44はにぶい樺色の杯で、体部外面、口縁部内面に煤状物質が付着する。1.底部切り

離しは回転糸切りである。

(16) S K 977土坑出土遺物 (第50図)

①縄文土器 口縁部が外反し、小波状となる小形深鉢形土器で、体部に縄文を施している。

縄文晩期の土器と思われる。

(17) S X 970その他の遺構出土遺物 (第51悶)
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① 土師器 i燈色を呈する杯で、鼠部切り離しは回転糸切りで無調整である。

(18) S X974その他の遺構出土遺物 (第51図)

① 須恵器 47は回転ヘラ切りによる杯である。

② 土師器 48は小形の翠で、底部切り離しは回転糸切りである。

、云/

46 S X970 
47・48 S X974 

第51図 その他の遺構出土遺物

2 遺構外出土遺物 (第52・53図，図版26・27)

48 

① 須窓器 49.50は回転へラ切り無調整の杯で、ほぼ同一地点から出土した。 51は回転糸切

り無調整の杯、 52+ 53は高台付杯で、底部切り離しは回転ヘラ切りである。

② 土自前器 54は鐙色で回転糸切り無調整の杯である。 55は警で体部外部に縦方向のナデ、頚

部にヨコナデの痕跡が見られるu

③抵石 55は4面を使用した砥石で、折損しており、長さ5.1cm、Ip高4.6cmで、ある。 57は

l面に平滑面がありち擦痕が見られる。残存長9.5cm、Ip高6.0cmで、ある。

④ 瓦 58. 59は平瓦で、灰色を呈し、凸面は無文、[当面に布目痕があり、側面と、側縁の

凸面にケズリ痕を有する。 60は灰色の丸瓦で、 r_f2:，面は無文、四面Uこ事日痕とその上にナデ痕、

側面、小口面、側縁の凹商にそれぞれケズリ痕がある。

第4節小結

第90次調査は内郭の丘陵 kにおける利用状況の解明を目的とし、政庁東側にある最も広い平

坦地で調査を実施した。その結果、竪穴住居跡、掘立柱建物跡、板塀など多数の遺構を検出し

た。主な遺構の重複関係を整理すると第4表のようになり、大筋として 1.竪穴住居跡→II.

掘立柱建物跡→III.板塀の11債に変遷したことが推定される(第54図)。
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につ
Lノムd

53 

コ49・50 K D56-2層51 K K51-2層
52・53 KM55-2層
54 KK61-1層
55 K 061-1層
56 K K59-2層
57 K G52-2層

に
U
に
U

(日 57 

56 にノ

番号 種 5]1j 
口f壬 底径 込合旦，t問口] !ま径 高径 タト{頃

底部切り離し(cm) (cm) (cm) 指数 指数 j五幸ζ三

49 須忠告誌杯 l つん . つ 門{.D 戸 につJ つ，J 0.62 27.0 30" 回転糸切り
50 須恵器杯 11.6 6.6 3.2 0.57 27.6 27" 間転へフマ切り

51 須恵器杯 5.4 回転糸切り

52 ;R!!!.器高台付杯 8.0 回転へフ切り

53 須恵器高台It杯 7.8 回転へフ切り

54 土師器杯 12.3 5.4 4.9 0.44 39.8 30" 回転糸切り
55 土師器禁 22.6 不 明

第52図遺構外出土遺物(1 ) 
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58 工コ

第53図遺物外出土遺物(2 ) 

72-
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60 

58・59 K G52-2層
60 K 1 59-2麗
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第 4表

l 

S B941・8
S B941・Aく入~

一~ S B941.B 

S 1935 --ぜS1943 

026 

SX仰 --'?:SK947ノ
i 〆 SD992 
.--4  

/七二___ -----;--7 S D990・991・1008・1009→SD988.1006 
S 1965 ~:? S B937ζー÷→ SB 1013 

， SA964 

:s 1968 一一寸~ S B982・A寸今SB982・B

第90次調査第5章

y
g
A
 
nu 

遺権の重複関係

3 A A 

S D1002 

S 1934 

S 1966 

S D983 

塀

遺構変遷模また留第54図

S 1967を除く 8軒は大きく削平を受けており、殊に南ほ竪穴住賠跡、は 9軒検出されたが、

これよりど著しく、わずかに住居の床土が残るのみである。掘立柱建物跡と重複する場合は、

も古い時期の遺構であることが明らかである。住居の方向の共通性からAeB2類に分類され

S 1934は9世紀前半頃の年代が想定される。 B類はる。 A類はS1 934 • 935 • 965 • 966で、

S 1 S 1936 • 944出土遺物はS1934のそれよりも新しく、S 1936・943・944・967• 968で、

967の覆土に火山灰を含むこと、 S1943がS1935を切っていることなどから、 B類はA類よ

りも新しい遺構群と見なすことができる。 A類は本地域の平坦地を造成する以前の遺構で、整

地後に掘立柱建物跡を造営したものであろう。

これまで政庁の北部から北側の斜面下にかけて19軒が検出されてい丘陵上の竪穴住居跡は、

るが、木地域では丘陵上の中央部にもあることが判明した。削平によって失われていなければ

南斜面にも検出が予想される。

掘立柱建物跡は4棟検出した。これらは位置、建物方位から 3ク守ループに分かれている。調

査区西部にある南北棟のSB937. 1013、北西部にある東商棟のSB941・A.B1・B2、東部
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の東西棟SB982・A.Bである。

S B937は政庁跡の第II.-.._，N期脇殿とほぼ向規模で、重要な役割を持った建物で、あろう。年

代を推測し得る遺物に乏しいが、掘形の形状、埋土の状態から古い時期の建物と推定される。

しかし、このような大規模な建物は 1棟のみで、建て替えはなされず、長期間にわたって機能

したものではない。この建物を切って小規模なSB 1013が重複する。

これに対し、 SB941とSB982はそれぞれほぼ同一位置で建て替えられ、このうち、それぞ

れで最も古い時期のSB941.AとSB982.Aは、方位はわずかに異なるが建物規模が近似する

こと、掘形の形状が方形で丁寧に埋められていること、間仕切が同一位置にあること、総柱建

物に建て替えられることなど、多くの共通点があり、両地点において関連性を有しながら同時

期に存在し、変遷したことが想定される。これらの建物はS1934やS1968よりも新しし 9

世紀後半頃までにわたる年代が考えられる。

S B937 • 1013も含め、重複状況から時期区分すると、 SB 937 • 941. A • 982. AとSB941. 

B 1， B 2 • S B 1013~こ 2 分できょうか。

本調査では掘立柱建物跡が少なく、複数の建物から構成される官街ブロックの様相は不明確

である。調査区の東側は緩やかに東へ上りながらも拡がりがあり、また、南側にも平坦面が拡

がっている。今後東側や南側への建物群の追求が必要である。

調査区南部には多くの溝が検出された。溝内に柱が立ち並ぶものは区画施設としての板塀で、

東西方向に4条、南北方向に3条あり、調査区東部に南北方向に走るものが 1条ある。重複が

多く、数回にわたって建て蓄えがなされている。

これまでに調査された板塀施設としては政庁板塀があり、これを見ると 1辺26X21cmの角

材や、直径20cmの丸太材がほぼ12尺等間に並び、この間に密接する厚さ10cm、幅15cmの板

材が直立して板塀を構成する。意Ij建当初から終末まで常に四周する構造物として、政庁域を画

(註 1) 

する重要な役割を付与されたものである。

この政庁板塀との違いは、柱が)字さ 6 .-.._， 10cm、!隔20~27cmの板状で、あること、 S D1002A 

期溝を除き、柱間距離が1.1.-.._，2.0mの間に変異があり、かっ矩し、こと、板塀に平行して溝状遺
(誌2) 

構が多数造られていることなどである。板材を柱とした柵の例は鷹ノ巣町胡桃館遺跡にあり、

厚さ 5cm、i隔20cmの柱に40cm間隔で、3段に貫子しを穿ち、これに厚さ 5cm、111話15cmの板材を

通したものである。この場合は柱間距離が4.-.._，4.5mとかなり広いが、本調査の板塀もこれに

類する構造が考えられる。一方、構内に厚さ10.-.._，16cmの板状痕跡が見られる部分があり、柱

の闘に横板材を通し、政庁板塀のように溝内に板材を並立させた構造となる可能性もあり、今

後検討の余地を残している。

東西方向の紋塀の方位は、南北基準線に対しN75
V

EのSD990 • 991とN69
0

EのSD988、
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992、N70
0

EのSD1002に2分類される。 SD990 • 991には関口施設が伴う。 SD988は関口

施設はないが27m以上の長さがあり、 SD1006と連続して板塀の北辺と西辺を構成する。柱穴

内の柱痕跡や溝内の板状痕跡の遺存状態はSD988 • 1006が最も良好であり、この板塀が最も

新しい時期の遺構かと思われる。

板塀と掘立柱建物跡との新i日関係を見ると、 SB937建物はSD990 • 1009、SD988、992板

塀より確実に古い。また、 SB 1013との関わりは判然としないが、 SB 982 • 1014建物は板塀

よりも古い時期の遺構と推定され、これに併行すると考えられる SB 941 • 942 • 972建物など

も板塀の時期には存在しないと考えられる。したがって板塀によって区画される建物の時期と、

それ以前では本地域の中でも利用の仕方に相違があったと考えられる。板塀の溝内から出土し

た遺物は少ないが、 SD990より出土した土師器杯は大まかに10世紀代に入るものであろう。

これらの板塀によって庇画される建物群は主として今回調査区の南側に存在が予想される。

さらに、 SD984のように調査区東端に南北方向のみの板塀も存在する。今後、板塀について

も東側および、南側への調査を継続し、この地域の利用の仕方とその変遷を検討したい。

註 1 秋田県教育委員会払田禰跡調査事務所『払田榔跡I一政庁跡一』 秋田県文化財調査報告書第122

集 1985 (昭和60)年

2 a歌田県教育委員会『胡桃館埋没建物発掘調査概報J 秋田県文化財調査報告書第14集 1968 (昭和

43)年

b駄目県教育委員会『胡桃館埋没建物遺跡第2次発掘調査概報』 秋田県文化財調査報告書第四集

1969 (昭和44)年
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第1節調査経過

ぶ ::??;記の発掘で12211fELZは、設計変宇和こより遺構の保存を図ること口 o
n2で、外郭南門の前面に

)30 

第55図第91次調査位置国
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32.4 

内
『
d

a宅
内

Jι崎』

32.3 

32.3 

32 '5 

32.7 

器室翠翠翠翠
D 

-33.3 

3~28 

一「一丁一一一一一一一一一一一一~1 tt 
.!  '，，--士
~ l A 

第姻 トレンチ倒

.32.0 I .，t::.. 

1 ソボを{夜間して耕作土を除去しfこ後、

しfニO

一開拓つつ・ 23)
第2節 発見遺構 (第57問，凶肌山

日 lレソチt:1U1:::rU2121ロ:::
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W 

E 

lOY R%黒褐色水田耕作ニ!二 3 10Y R%黒褐色j二

lOY R予言黒褐色水田耕作土しまり強 4 lOY R引黒色土

C トレンチ南壁

E 

1 10Y R%黒褐色水田耕作土 2 10Y R%黒色土

E トレンチ北壁

H音渠

m
 

つω
E
1
1
1

第57凶 トレンチ土層断面図
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に堆積したものと判断された。また、 A 卜レンチでは水田耕作土の下に河川改修工事による砂

利砕石、建築部材などが混在している。 Dトレンチにはわずかな落ち込みがあり、黒褐色土が

厚さ30cmほど堆積する。 E.Fトレンチは耕作土の下に厚さ20------30cmの黒褐色土が水平に堆

積するだけで、撹乱等もなL、。各トレンチを通じて遺構は検出されなかった。

第3節出土遺物

A~C トレンチの黒色土上および地山上から、いずれも小破片であるが須恵器萱ー輩、回転

糸切り痕のある土師器、珠洲系陶器が出土した。

第4節小結

本調査の、殊にA---Cトレンチは外郭南門の前面に位置し、道路跡の存在が予想された。第

4層の黒色士はその西端ラインの方向が外郭南門の西妻柱列の方位にも近いため、道路に関わ

る何らかの地業かとも考えられたが、最終的に自然堆積層と判断された。

1975 (昭和50)年の第7次調査、翌年の第10次調査において外郭南門およびその内側を調査

しているが、この時も道路跡あるいは側濯などは確認されておらず、門の内@外で確認されな

かったことになる。今後、内郭南門との間においてその検出に努める必要があろう。

註 1 秩田県教育委員会払田柵跡調査事務所『払田柵跡調査事務所年報1975 払田柵跡一昭和50年度発掘

調査概要一』 秋田県文化財調査報告書第40集 1976 (昭和51)年

註2 秋田県教育委員会払田開跡調査事務所『払田概跡調査事務所年報1976 払田柵跡一昭和51年度発掘

調査概要 J 秋田県文化財調査報告書第44集 1977 (昭和52)年
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第7章調査成果の普及と関連活動

現地説明会の開催

平成3年10月19B

第90次調査について

2 諸団体主催行事への協力活動

政庁跡や発掘調査現場において、青森県八戸市教育委員会、本荘市史編纂室、五城目町立杉

沢小中学校P.T.A、秋田営林局の方々や、各種団体主催の郷土学習会、見学会などに対し、

払田櫛跡の概要説明を行った。

3 払田柑跡環境整備審議会への開催

第 1田 平成3年7月5• 6日

第2回 平成3年9月20.21日

第3田 平成4年3月17日

ヰ 顧問会議の開催

第33回

第34回

5 報

平成3年10月4日

平成4年2月14日

丘と
o:=i 

児玉準「払田柵跡-第90次調査の概要一」

『第18@]古代城柵官街遺跡検討会資料J平成4年2丹15・16自

児玉 準「払田欄跡の調査j秋田県埋蔵文化財発掘調査報告会資料

平成4年 3月7・8日

-80-



図版1 苛l88~綿査
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図版2
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図版4 第89次調査

1 a曙査前の状況(i宵から)

2 S D774務付tから〉



図版5 m89次調査

1 S 0774締 (Jllから}

2 InJ L (山からj



図版6 i/'l89次調査

1 調企i正念景 (jfi丙から)

2 Aトレ Yチ土綬 (ltJから}



図版7 t官90次絢Ji.

4 
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図版8 m90次利企

1 S B937i細!な続純物跡(Iffから)

2 S 1965・S6937・SD990のt1i:1jl



図版9 ;官90次絢資
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図版12 1n901X調査

1 $ 13941・Aの商事き柱とB2北西lぬ位のl1li'J! (咲から)

2 S 13937と5日1013の象復
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図版13 第9Q次調査

1 S B937~制立f.Hl!物跡と lJ1塀 (東か ら)

2 l証 桝 (Nから)
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図版15 1:1190次調査

1 SI966を切るSDI002 (東から)

2 向 上(西から}



図版16 ;官90次調査

) SO錦4(南から}

2 SI967と5D錦4(侮から)



図版17 第90次絢査
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図版19 第90次調1f.
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第90次調官E図版20
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図版z2第91/1(柿倉
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図版24 maa'90次調査 遺 物(1)

l 2 

3 4 
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7 8 

1 第88次測を出土土師絡綜 2 第90次絢査SI934出土須1M.総体 3・4 SI936尚北須恵骨量・土師器杯

5 SI943出土土附絡杯 6 SI9441.t1土111恵骨量豚 7 $09921l1土土削勢杯 8 SK938出よ土師器杯
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図版25 第90次調査 遺物(2)

I . 2 S K939出土須憲章量..:t錫縛杯
3 S K955出土須恵器保
4 SX974自主土歯車総痩

5-7 !IU普土鰐 51主1と間一個体
6 S K957 7 $1934出土
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図版Z6 錦90次調査 遺物(3)
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